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硬X線偏光検出器PHENEXによる 2009年気球実験の速報（１）観測シス
テムと姿勢制御装置の概要
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PHENEX(Polarimetry for High ENErgy X-rays）は、天体からの硬 X線放射の偏光観測を行うことを目指す
気球実験プロジェクトである。2006年 6月、世界に先駆けて、かに星雲の偏光観測気球実験を実施し、その偏光
方向と偏光度に一応の制限を与えた。2009年 6月 18日、二回目の気球実験の機会を得た。ターゲットはかに星雲
である。放球は北海道大樹町 JAXA大気球観測所より行われ、11時間弱のフライト（うち水平浮遊 3時間弱）の
のち、装置は無事、海上回収された。
PHENEX偏光計は、位置検出型光電子増倍管とプラスチック、CsI(Tl) シンチレータ柱をくみあわせた散乱型

偏光計である。2009年実験では、2006年実験の 2倍にあたる 8ユニットを搭載し、シールド強化も行い、統計精
度の向上をねらっている。偏光計ユニットを格納した気密箱ドラムは、姿勢方向まわりの回転と仰角方向制御の
機能をもつ。検出器データとHK情報の収集、テレメトリー、コマンドのためのコンピュータも搭載している。
方位角方向の姿勢制御装置は、寄り戻しモーターとモーメンタムホィールを組みあわせたシステムで気球ゴン

ドラ全体の角度を制御する。姿勢検出には地磁気センサー、二種類（１次元CCDスリットカメラと 2次元フォト
ダイオードピンホールカメラ）の太陽センサー、ジャイロを搭載して、冗長性をもたせている。データ収集とそ
れを反映した制御はARMプロセッサ使用の組み込みコンピュータが行う。
本発表では、これらの装置の概要と上空での動作に関して報告する。


